
 

                                                    資料１

 

建設産業の魅力を発信するための戦略的広報検討会 

 設置趣旨 

 

 我が国の建設産業は、建設投資の減少等により競争が激化し、地域社

会を支えてきた建設企業が疲弊するとともに、就労環境の悪化等により

若年入職者が減少するなど、かつてない厳しい状況に直面している。 

 こうした状況を踏まえ、建設産業戦略会議において、将来的にも地域

を支え得る足腰の強い建設産業の構築し、かつ、建設産業に求められる

多様なニーズ・役割への対応するため、平成２３年６月に「建設産業の

再生と発展のための方策２０１１」が、平成２４年７月に「建設産業の

再生と発展のための方策２０１２」がそれぞれ提言としてとりまとめら

れたところ。 

その具体的方策を検討する場として、特に、建設産業への新規入職促

進を含む建設産業の担い手の確保及び育成のあり方に関する事項及び関

連する事項を検討することを目的として、「担い手確保・育成検討会」

が設立されたが、担い手確保・育成検討会で検討する事項のうち、「戦

略的広報」については、国土交通省、業界団体、学校関係者、有識者、

広報関係者など、建設産業に関係する幅広い者で戦略的な広報について

検討し、実際に展開することが必要。 

そのため、担い手確保・育成検討会の下に「建設産業の魅力を発信す

るための戦略的広報検討会」を設置し、業界横断的に議論し、外部有識

者の意見を参考にしつつ、若者や女性の視点も踏まえながら、コンテン

ツを発掘・共有し、国民目線で発信することを目的に、建設産業の効果

的な広報を進めるための戦略を検討する。 


